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 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

  

 ネットへの投稿動画をきっかけに日本中で大炎上

中の日大アメフト問題で

すが・・内容は皆さんが

ご存知の通りです。しか

し、次々と新キャラが登

場し爆発の勢いは止ま

りません。 

 「当事者である選手」

の真摯な会見、選手が

意図を間違え危険なプレーになったと主張する「元

監督とコーチ」、また傍若無人の対応で世間の注目

を集めた「司会者」と悪ものキャラのオンパレードで

す。 

 一方、炎上鎮圧のために登場した「学長」の当事

者意識の希薄さ、学長会見に乱入した「謎の老婆」

となにかとワイドショーに最適な素材（ネタ）を提供し

ています。 

危機管理学部なる専門学部を唯一有し優秀な教

員やＯＢを抱える大学にしては、小出しに油を注ぎ、

より火の粉を散らばすなどお粗末な対応が目立ちま

す。ゲーム的にとらえると最大の敵「ラスボス」理事長

が登場し【the end】なのでしょうか？  

一連の騒動の結末に注目です。 

 

1分でわかる業務カイゼン 

危機（ピンチ）は突然に・・ 

 日々の営業活動において社員の行動がチャンスを

広げ、又はピンチを救う事もある一方、最悪の結果

を招く事もあります。 

平成 24年の「京都祇園軽ワゴン車暴走事故

（Wikipedia）」は軽ワゴン

車が暴走事故を起こし、

運転者を含む 8名が死

亡、12人が重軽傷を負

いました。原因は運転手

の持病のてんかん発作

が原因ですが運転者を雇用していた会社は売上減

少に伴い事業継続が困難となり自己破産となりまし

た。このように、業務中に発生したトラブルの責任は

すべて会社（経営者）が背負います。 

  

危機管理「さしすせそ」 

料理の味付けの基本に「さしすせそ」という言葉が

あります。砂糖（さ）、塩（し）、酢（す）、醤油（せ・し）、

味噌（そ）の語呂合わせですが・・教育現場でも危機

管理「さしすせそ」があるようです。 

 

「さ」＝最悪を想って 

「し」＝慎重に 

「す」＝素早く 

「せ」＝誠意をもって 

「そ」＝組織で対応する 

 

 別の言い方では・・ 

 

「さ」＝最初の対応を慎重にかつ素早く的確に

行う（初期対応の重要性） 

「し」＝指揮系統をはっきりさせる（責任者を頂点

とした組織対応） 

「す」＝推測で動かず、正確な情報を得て、経過

を記録する（情報収集と伝達） 

「せ」＝戦略と戦術に長ける（首尾一貫した戦略

と臨機応変の戦術） 
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「そ」＝組織の役割を明確にする（一人一役、最

後まで遂行） 

 

 この教育現場の危機管理「さしすせそ」は、企業経

営における危機管理の方法としても活用できます。 

 

組織全体で・・ 

 さて・・冒頭の日大は、幼稚園から大学院まである

巨大な教育機関です。教職課程も充実しているので

当然、「教育現場における危機管理」の方法は熟知

しているはずです。なにかの授業で知っている事

（知識）を実際に役に役立たせる事が「知恵」・・だと

聞いた記憶があります。 

 交通事故のような大事故に限らず、大柄な話し方、

場に不似合いな服装、連絡ミスなど些細な事でトラ

ブルになる事もあります。相

手を不快にさせる行動、だら

しない態度、無責任な行動な

どは常識人ならダメな事は

「知っています」。しかし、ダメ

な行動を改めない人を見か

けますが「知識」を「知恵」とし

て活用できないのでしょう。 

  危機管理「さしすせそ」を会社（組織）の知恵とし

て定着させたいですね・・。 

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、お

知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営のヒント ：経営者と社員、両者の危機感共有 

   

今月のことば 

 

備えていたことしか、役には立たなかった。 

備えていただけでは、十分ではなかった。 
 
（国土交通省 東北地方整備局が発行「東日本大震災の実体験に基づく 災害初動期指揮心得」の冒頭文） 

 
編集後記： 

 

 誰にでも“たまには”危機が到来します。当事務所の危機の一つに税務調査があります。昔と違い紳士的な

調査官が多いので会社が隠し事をせず、当事務所でもしっかりとした仕事や適切な処理をしていれば問題な

く終了します。会社サイドに税務調査の前、税務署は CIAのような極秘の諜報活動を行う機関ではないので

安心してくださいと話すのですが・・最近あった調査で国家権力の情報収集能力の凄さを感じる場面がありま

した。 

「へ～」と不思議に感心する共に、当事務所は捜査機関ではないので会社が話してくれない情報は知りよう

がありません。危機（税務調査）対策の勉強会をどれほど行っても・・予想もしない事は起こるんだ・・との教訓

を得ました。（寿） 

 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：81.3％  
（国税局の発表によると法人の黒字割合は33.2％（28年4月～29年3月）です） 

 

事務所からのお知らせ 


